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「キャリアサポーター制度」は、平成２８年度に文部科学省の補助事業
「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」の中で創設し
た高等教育機関と地域企業のネットワークです。県内の企業から推薦いた
だいた社員の方々を「キャリアサポーター」として任命し、企業と学生が
接するさまざまな活動の場において、企業の情報発信や学生へのアドバイ
スなど、学生のキャリア支援にご協力いただくものです。学生の県内企業
に対する理解を深めることや、早期離職、ミスマッチの低減につなげるこ
とをねらいとしており、現在２００名を超えるキャリアサポーターに登録
いただいています。
この制度を広く県内の学生等に利用してもらうために、令和２年度から

新たに「アカデミア・コンソ－シアムふくしま」（ACF）の事業としてス
タートいたしました。福島県からはこの制度による若者定着促進のための
委託事業として経費の支援をいただいています。
キャリアサポーター制度を運営するために設けたWG（ワーキング・グ

ループ）の第１回会合を７月に持ち、制度の趣旨・目的を共有しながら今
後のACFでの事業展開について相談しました。事業実施は後期（１０月
頃）からになりますが、大学等での就職セミナーや学生との交流会など、
各機関で順次開催していく予定です。ただ、現在のコロナ禍の中、これま
でのような形でのイベント開催は難しい状況になっています。オンライン
も含めて開催方法を検討していくことになりますが、この制度が学生と地
域企業の双方にとってこれまで以上にメリットを感じられるものになるよ
うに工夫を行い、事業を実施していきたいと思います。地域の皆様の一層
のご支援とご協力をお願いいたします。

<ACFキャリアサポータ－制度運営事務局（福島大学COC+推進室）>

第１回WG（2020.7.2）
Zoomによる参加もありました

昨年度の「学生とｷｬﾘｱｻﾎﾟ-ﾀｰ（社会人）の交流会」（2019.12.11）福島大学

キャリアサポーター制度が新たにスタートしました！

ふくしまの大学生等県内定着促進事業（福島県）

2020.8.31

ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾀｰ制度の企業向けﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
ACFﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載していますので
ご利用ください。
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7月11日（土）、郡山市のホテルハマツにて第3回福島テックプラングランプリが開催
され、最終選考に勝ち進んだ9名のファイナリストによる思いのこもったプレゼンテー
ションが繰広げられました。

5月29日（金）に第1回事業推進会議、7月22（水）に第
13回理事会が福島大学にて開催されました。新型コロナウ
イルス感染症の影響で、初のオンライン開催となりました
が、各会員機関の委員、理事、事務ご担当の皆様のご協力
により無事に報告・審議を終える事ができました。オンラ
イン会議のメリット・デメリットは様々ありますが、新型
コロナウイルス感染症の終息が見込めない限り、今後も
オンライン開催が続くと思われますので、スムーズな
審議が行なわれるようにしっかりと準備をしていき
たいと思います。次回は10月初旬に第2回事業推進
会議を予定しております。

10名の審査員による審査の結果は、下記のとおりです。

【最優秀賞】
スピントロニクスラボ（日本大学工学部専任講師 石川瑞恵）

【企業賞】
《菊池製作所賞》Alpha Robot Park (日本大学工学部教授 武藤伸洋)
《福島ロボットテストフィールド賞》

Aizu-Breakthrough （会津大学特任教授（教育研究特別顧問)岡嶐一）
《クレハ賞、NEST iPLAB賞》
スピントロニクスラボ（日本大学工学部専任講師 石川瑞恵）

《ACSL（株式会社自律制御システム研究所）賞》《JR東日本賞》
夢成（会津大学教授、情報システム学部門長 陳文西）

また、表彰の対象にはなりませんが、来場者の投票により決定される
「オーディエンス賞」も併せて発表され、以下の4チームが選ばれました。
【オーディエンス賞】

1位：Agro-remediation Lab（福島大学教授 石川尚人）
2位：Wonder.Wonder（会津大学准教授 荊雷）
3位：スピントロニクスラボ（日本大学工学部専任講師 石川瑞恵）
3位：夢成（会津大学教授、情報システム学部門長 陳文西）

ファイナリストによるプレゼンテーションの前には、香川大学在学中に
起業された、株式会社未来機械の代表取締役三宅 徹氏による基調講演が
行われました。また、審査協議中の待ち時間には、4人の研究者による2分
のショートプレゼンテーション「ライトニングトーク」も行われ、多くの
研究者の熱意を感じる事ができる一日となりました。
このグランプリで終わりではなく、エントリーチームは創業・事業化に

ついて株式会社リバネスより様々な支援を受ける事ができます。
詳細は株式会社リバネスのウェブサイトをご覧ください。

テックプランターについて https://techplanter.com/about/

ACSL賞とJR東日本賞を受賞した「夢成」
共に研究をされてきたチームメンバーも登壇し
喜びを分かち合っていました。

最優秀賞を受賞した日本大学工学部専任講師の
石川氏

初めてのオンライン会議

大学発ベンチャー
創出モデル事業

福島テックプラングランプリについて https://techplanter.com/fukushima2020/

第3回福島テックプラングランプリが開催されました

令和2年度第1回事業推進会議/第13回理事会

会津大学准教授 奥山氏 福島大学教授 石川氏 福島工業高等専門学校
教授 車田氏

最後に集合写真を撮りました。

第13回理事会

リーディング起業家
創出事業（福島県）

（ ）内はプレゼンターの所属と氏名 ※敬称略

https://techplanter.com/about/
https://techplanter.com/fukushima2020/
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昨年度は、「国際化・グローバリゼーション」がテーマでしたが、今年度は「SDGs」（Sustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標））に焦点を当て、6名の先生に、関連するテーマの講義を行っていただく予定です。また、
新型コロナウイルス感染症の予防のため、動画によるオンデマンド配信で行う事に決まりました。

～会津若松ザベリオ学園高等学校でオンデマンド配信
による「出前講座」が始まりました～

リアルタイムで質疑応答ができないオンデマンド型の授業ですが、生徒達から出た質問の対応やレポートに対してのコメントは、後日メール等で対応
していただく事になっています。今後は、第3回目に福島大学経済経営学類沼田准教授が「身近な廃棄物の課題」をテーマに講義を行う予定です。

ACF事務局では福島県の補助金交付事業「森林自己学習支
援事業」での活動を希望する学生団体が、スムーズに活動で
きるように補助金交付を受けるための手続きや、書類作成等
のお手伝いをいたします。今年はまだ募集枠に余裕がありま
すので、森林をフィールドに活動したい、県産の木材を使っ
て何か作りたいなど興味がある学生の皆様の応募をお待ちし
ています。

桜の聖母短期大学 三瓶 千香子先生

高大接続･連携事業

森林自己学習
支援事業

森林自己学習を行う学生の団体を募集しています！

応募資格や対象活動など募集の概要は福島県森林計画課のこちらのページをご覧ください。
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/shinrinkankyouzei/h31jikogakusyu.html
これまでの活動はこちらのページをご覧ください。
http://acfukushima.net/Forest/

不明な点がありましたら、福島県森林計画課（☎024-521-7423）
またはACF事務局（☎024-548-5295）までお気軽にお問合せください。

西﨑 伸子 先生

西﨑先生の講義動画より

福島大学 行政政策学類教授
【専門分野】アフリカ地域研究、環境社会学
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三瓶先生の講義動画より

桜の聖母短期大学 キャリア教養学科教授
桜の聖母生涯学習センター センター長
【専門分野】生涯教育学
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https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/shinrinkankyouzei/h31jikogakusyu.html
http://acfukushima.net/Forest/
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〒960-1296福島市金谷川1番地 福島大学 地域連携課内
【 TEL 】 024-548-5295（ACF事務局） 024-504-2889（キャリアサポーター制度運営事務局) 
【MAIL】 acf@adb.fukushima-u.ac.jp 【URL】 http://acfukushima.net/

http://www.facebook.com/ACFukushima/

10月初旬予定 令和2年度第2回事業推進会議

10月11日（日） 第3回ふくしま植樹祭

10月13日（火） 未来の起業家育成事業/キャリアディスカバリー・セミナー（会津会場）17時～19時半

10月14日（水） 未来の起業家育成事業/キャリアディスカバリー・セミナー（郡山会場）17時半～20時

10月15日（木） 未来の起業家育成事業/キャリアディスカバリー・セミナー（いわき会場）17時～19時半

10月16日（金） 未来の起業家育成事業/キャリアディスカバリー・セミナー（福島会場）17時～19時半

10月21日（水） 学生とキャリアサポーター（社会人）との交流会 第1回目（オンライン）14時～16時半

11月18日（水） 学生とキャリアサポーター（社会人）との交流会 第2回目（オンライン）14時～16時半

11月予定 高大接続・連携事業「合同座談会in 福島東陵高等学校」

キャリアディスカバリー・セミナー

昨年度の「キャリアディスカバリー・セミナー」の様子

未来の起業家
育成事業

今年度のプログラムがスタートします！

ACF事務局より

日頃より、ACFの事業にご協力とご支援をいただきましてありがとうございます。コロナ禍の中で、ACFの事業に
おいても例年通りの活動をする事が難しくなっていますが、会員機関の皆様と連携させていただきながら、様々な制
限がある中ではありますが、可能な範囲でより良い活動ができるよう努めて参りたいと思いますので、今後ともよろ
しくお願いいたします。

今年で３回目となる、未来の起業家育成プロ
グラムが始動します。最初の一歩、キャリア
ディスカバリー・セミナーは10月13日の会津
会場をスタートに県内4会場で開催予定です。
内容は、社会の課題解決を目指し、新たなビジ

ネスを創り出してきた起業家の先輩による講演と、「未来の起業家育成プロ
グラム」の説明となっています。起業に興味があり、自分のキャリアについ
て考えたい学生の皆さんのご参加をお待ちしております！ 2月の実地研修
は海外研修（シンガポール）を予定していましたが、新型コロナウイルス感
染症の影響のため、国内研修へ変更になりました。研修先詳細については未
定ですが、決定次第お知らせいたします。
お申込みと詳細はこちらをご覧ください。
https://techplanter.com/fukushima2020/mirai-3/

今後の予定

リーディング起業家創出事業
（福島県）

mailto:acf@adb.fukushima-u.ac.jp
http://acfukushima.net/
http://www.facebook.com/ACFukushima/
https://techplanter.com/fukushima2020/mirai-3/
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